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尿路感染症に対するT-2588の 臨床的検肘

植 田 省 吾 ・国 見 宏 ・村 上 雅 巳 ・岡 部 勉

山 下 拓 郎 ・今 野 繁 ・野 田 進 士 ・江 藤 耕 作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任3江 藤耕作教授)

経 口用セ フェム系抗生剤であ るT-2588を 急性単純性膀胱炎 ユ4例,急 性単純性腎孟腎炎1例,

非淋菌性尿道炎2例 お よび慢性複雑性尿路感染症18例,計35例 に使用 し臨床的検討を行ない以

下の結果を得た。

1) 急性単純性膀胱炎:UTI薬 効評栖基準合致 例 においては総合臨床効果 は著効5例,有 効4

例で総合有効率は100%で あ り細菌学的効果では13株 中10株(76.9%)が 除菌 された。 また,

主治医判定では著効9例,有 効4例,無 効1例 であ った。

2) 急性単純性腎孟腎炎:1例 は著効であった。

3) 非淋菌性尿道炎:2例 とも有効であった。

4) 慢性複雑性尿路感染症:UTI薬 効評価基準合致例に おいて は総合臨床効果は著効3例,有

効3例,無 効9例 で総合有効率 は40.0%で あ り細菌学的効果では25株 中17株(68.0%)が 除

菌された。また,主 治医判定 では著効3例,有 効1例,や や有効3例,無 効11例 であ った。

5) 副作用:自 他覚的 には食欲不振が1例 に認 められ,臨 床検査値上WBCの 軽 度 減 少,S-

GOT,群S-GPTの 上昇,BUNの 軽度上昇 した ものそれ ぞれ3例 を認めた。

T-2588は 経口用エステル型セ フェム系抗生剤 で 腸管

壁のエステラーゼに よってT-2525に 分解され抗菌活性

を示 し,ま た従来の経 口用 セフェム剤 よ りも広い抗菌ス

ペクトラムを有してお り,空 腹時 よりも食後に高 い血中

濃度 と尿中排泄を示 し,各 種感 染症に対 し有効,か つ安

全な薬剤であると言われ ている1)。

今回,我 々は本剤 の尿路感染症 に対する有用性 と安全

性について検討 したので,そ の結果について報告す る。

I. 対象および方法

当科入院お よび外来患者 の うち 尿路感染症を 有 す る

35例 を対象 とした。

その内訳は急性単純性 膀胱炎14例,急 性単純性 腎孟

腎炎1例,非 淋菌性尿道炎2例,慢 性複雑性尿路感 染症

18例 であ った。

1) 急性単純性膀胱炎

年齢は19歳 か ら69歳 の男性2例,女 性12例 であ

った。投与方法は本剤 を1日150mg3× または300mg

3xを 食後,経 口にて連続 投与 した。投与期間 は3日 間

投与9例,7日 間5例 であった。

臨床効果の 判定は 症例1～9はUTI研 究会 のUTI

薬効評価判定基準(第2版 および補遺)2.3)にも とつ いて

行ない,UTI薬 効評価判定基準非合 致例の症例10～14

は主治医判定めみ を行なった(Table1)。

2) 急性単純性腎孟腎炎 ・非淋菌性尿道炎

急性単純性腎孟腎炎1例 に対 しては本剤を1日300

mg3x,非 淋菌性尿道炎2例 で は 本剤を1日150mg

3xを 食後経 口投与 した。投与期間は前者で5日 間,後

者 で3日 間 であ った(Table1)。

3) 慢性複雑性尿路感染症

年齢 は33歳 か ら79歳 で,男 性15例,女 性3例 で

あ った。感染症 の内訳 は慢性腎孟腎炎6例,慢 性膀胱炎

12 例であった。

投与方法は本 剤を1日300mg3xを 経 口にて食後,

5 日間連続 投与 した。

臨床効果の判定 は症例18～32はUTI研 究会 のUTI

薬効評価 判定基準(第2版 お よび補遺)2.3)にもとつ いて

行ない,UTI薬 効評価判定基準非合致例 の症例33～35

は主治医判定 のみを行 なった。

II. 臨 床 成 績

1) 急性単純性膀胱炎

検討14例 の詳細はTable1に 示す。

a) 薬効評価判定基準合致例

総合臨床効果 にお い てTable2の ご と く著効5例

(55.6%),有 効4例(44。4%)で 総合有効率は100%で

あった。排尿痛に対す る効 果では全例消失 し,膿 尿 に対

す る効果 では正常化8例(88.9%),改 善1例(11.1%)
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Table 2 Overall clinical efficacy of T-2588 in acute simple cystitis

Table 3 Bacteriological response to T-2588 

in acute simple cystitis

* Persisted: Regardless of bacterial count

Table 4 Strains *appearing after T-2588 treatment 

in acute simple cystitis

* : Regardless of bacterial cotmt

Table 5 Relation between MIC and bacteriological response in T-258.8 treatment for uncomplicated UTI

No. of strains eradicated/ No. of strains isolated
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Table 7 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated UTI

Table 8 Overall clinical efficacy of T-2588 classified by type of infection

であった。また,細菌尿 に対す る効果では消失6例(66.7

%),菌 交代1例(11.1%),不 変2例(22.2%)で あ っ

た。

細菌学的効果 ではTable3の ご とくであ る。E.coliは

6株 と最も多 く分離 されたが全 株除菌 され,全 体で の除

菌率は76.9%で あ った。

投与後 出現菌はTabie4の ごとく4株 が分離 された。

MICと 細菌学的効果 との関係 ではTable5に 示す ご

とくEcoliは 総 て0.39μ9/ml以 下 に分布 し,総 て除菌

された。

b) 主治医判定

対象14例 の うちで総合臨床効果においては著効9例

(64.3%),有 効4例(28.6%),無 効1例(7.1%)で 総

合有効 率は92。9%で あった。

2) 急性単純性腎孟腎炎

1例 であ るが1日300mg3x,5日 間投与 にて自覚症

状,膿 尿,細 菌尿 いずれ も正常化 し,著 効 であ った(Ta-

ble1)。

3) 非淋菌性尿道炎

2例 とも1日150mg3×,3日 間投与にて自覚症状,
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Table 9 Bacteriological response to T-2588 in complicated UTI

* Persisted: Regardless of bacterial count

Table 10 Strains 'appearing after T-2588 treatment 

in complicated UTI

* : Regardlessofbacterlalcount

膿尿,細 菌尿 は正常化 し有効 であ った(Table1)。

4) 慢性複雑性尿路感染症

検討18例 の詳細はTable6に 示す。

a) 薬効評価判定基準合致例

総合 臨床効果 においてはTable7の ご と く著効3例

(20.0%),有 効3例(20。0%),無 効9例(60.0%)で 総

合有効 率は40.0%で あった。 膿尿に 対す る 効果で は

4例(26。7%)が 正常化,1例(6.7%)が 改善,10例

(66.7%)が 不変であった。 また,細 菌尿に対す る効果

では5例(33.3%)が 消失,2例(13.3%)が 菌交代,

8例(53.3%)が 不変 であ った。

疾患病態群別においてはTable8の ごとくであ り,群

別 有 効 率 は3群50.0%,4群50.0%,5群50.0%,6

群42.9%で あ り単 独 菌 感 染症 で は33.3%,複 数菌 感染

症 で は44.4%の 有 効 率 であ った 。

細 菌 学 的 効 果 で はTable9の ご と くで あ る。投与 前分

離 菌 はS.marcescens,S.epidermidis,Coagulase nega-

tive Staphylococcus,E.faecalis等24株 が 分離 され,

S.marcescens, Pseudemomassp.を 除 き他 は良 好 な除菌

率 で全 体 で70.8%の 除 菌 率 であ った 。

投 与 後 出現 菌 はTable10の ご と く5株 が分 離 され た。

MICと 細菌 学 的 効 果 との 関 係 で はTable11の ご と

くで100μg/ml以 上 の 株 が25株 中7株(28%)見 ら

れ,E.faecalis,P.aeruginosa等 であ った 。100μg/ml以

上 のMICに お け る除 菌 率 は57.1%で あ った 。 また,

S.marcescensは2株 が12.5μg/ml,1株 が25μg/mlで

あ っ た が,い ず れ も除菌 され なか った 。

b) 主 治 医 判 定

検討18例 の うち,3例 がUTI薬 効 評価 基準 に合 致

しなか っ たが,そ れ らを 含 め.主 治 医 判 定 で評 価 す る ど

総 合 臨 床効 果 で は 著 効3例(16.7%),有 効1例(5.6

%),や や 有 効3例(16.7%),無 効11例(61.1%)で

総 合 有 効 率 は22.2%とUTI薬 効 評 価 基準合 致例 のみ

の判 定 よ り有 効 率 め低 下 が 認 め られ た。

5) 副 作 用

全 例 に お い て,そ の投 与 期 間 中 お よび 投 与 終 了後 で副
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Table 11 Relation between MIC and bacteriological response in T-2588 treatment for complicated UT1

No. of strains eradicated/No. of strains isolated

作用を検討 した。

自他覚的には症例8の 急性単純性膀胱炎症 例におけ る

1例 のみ で投与7日 後 に食欲不振が認め られ たため,そ

の後本剤 を中止 し他 の 抗生剤に 変更 して 自然 に 軽快 し

た。

投与前後におけ る臨床検査値 の詳細はTable12に 示

すごとくであ る。

症例8に おいてWBCが6,000よ り3,700と 軽度正

常値を下回 る値 を示 し本剤 と関係あ るか も しれ ないと考

えられた。症例11に おいてGOTが24K。U.か ら

43K.Uへ,GPTが21K.U.か ら107K.U.へ と上昇

したが,更 に10日 後 の再検にてGOT23K.U。GPT

44K.U.と,ほ ぼ正常化 してお り本剤 と多分関係あ り

と考えられた。 症例28に お いて貧血の増悪 とGOT,

GPTの 上昇が認め られたが 基礎疾患 に 前立腺癌があ

り本剤投与前 に行 なわれた癌化学療法 によるもので本剤

とは関係な しと考え られた。症例31に おいてBUNが

16,9mg/dlよ り22.5mg/dlと 軽度上昇 したが他 に誘因

もはっき りせず本剤 によるものか もしれ ないと考え られ

た。このよ うに本剤 と多分 関係あ り,ま た は関係あ るか

もしれない と考え られたのは3例 であった。
塗

III.考 案

T-2588は 富山化学工業(株)綜 合研究所で開発 され

た経 ロ用 セフェム系抗生物質で,腸 管 で抗菌活性を示す

T-2525に 加水分解され る。T-2525は グラム陽性菌,グ

ラム陰性菌 に対 して広範囲 な抗菌スペ ク トラムを有 し,

泌尿生殖器感染症で も多 く分離 され るN, gonerr.hoeae,

Indole (+) Proteecs, C.・freundii. E.cloacae. Smar-

cescensに 対 しても優れた抗菌 力を示 し,各 種 β-ラクタ

マーゼに対 して も安定であ り,ま た空腹時 よ りも食後に

血 中濃度 が高 く,主 として尿中 に排泄され る と言われて

い る1,。このよ うな特徴 を有す る 本剤は 泌尿 器科領域の

感 染症 にたい して十分その効果が期待できる薬剤 であろ

うと考え られ る。

今回,我 々は本剤を急性単純性,お よび慢性複雑性尿

路感 染症 に対 して使用 し,そ の有用性 と安全性 につ いて

検討 した。

 急性単純性膀胱炎 においてUTI薬 効評価基準合致例

では3日 目判定 で100%の 有効率 を得た。 自覚的 にも,

特 に排尿痛 に対す る効果では全例消失 し,良 好な成 績で

あ った。 全 国集計1}でも96.6%と 非常 に良い 成 績であ

り,そ の効果 を十分期待で きると考 えられ る。
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細菌学的 にはE.coliは6株(46.2%)分 離 され,全 株

除菌され,E,cloacae,P.Aeruginosa,S.epidermidisの

各1株 を除 き他 は総 て除菌 され全体で76.9%の 除菌率

であった。 全 国集計1)では92.9%と 非常 に高い 除菌率

であったが,我 々の場合はP.aeruginosaな どの耐 性菌

が影響 した もの と考 えられ る。

主治医で も総合有効率92.9%と 良好な成績であ り,

十分薬効が期待 できる薬剤 であろ うと考え られ る。

慢性複雑性尿路感染症 にお いて は 総合有効率40.0%

で全国集計の66.5%よ り悪い成績であ った。群 別で単

独菌感染症40.0%,複 数菌感染症60.0%と 複数 菌感染

症の比率が高 く,複 数菌感染症 の有効率 が44.4%と 低

かったことも影 響 した と考え られた。 また細菌学的には

E.coli, K.pneumoniae,Enterobacter sp.,Staphylo-

coccus sp,等 良好 な除菌効果を示 したが,S.marcescens,

Pseudomonasspが 除菌 されず,こ れ が全体 の有効率

を下げる結果 とな った と考え られ る。

主治医判定 では総合有 効率22.2%と 有効率 の低下が

見られたが主治医のみの判定 となった3例 中2例 がカテ

ーテル留置例 であ り,全 例膿尿の改善 が得 られず無効 と

判定されたこ とが影響 した と考え られ る。

最近,当 施設 で行 なった尿路感染症に 対 す る臨 床 治

験の中か らその臨床効果について比 較 して み る と,総

合臨床効 果 にお い て は,急 性 単純性膀胱炎 では3日 目

判定でNorfloxacin4)が94%,C-AMOXとAmoxicillin

(AMPC)と の二重盲検試験5)ではC-AMOXが93-1%,

AMPCが91.6%,Clavulanic acid-Amoxicillin6)が

100%の 総合有効 率で,本剤は これ ら薬剤 と比較 しても優

るとも劣 らない成績 であ った。慢性複雑性尿路感染症 で

はNorfloxacin4)が36%,Clavulanic acid-Amoxicillin6)

が41.7%,Enoxacin7)が62.5%の 総合有効率 で対 象

とした尿路感染症の重症度 がそれ ぞれ異 なるが,Enox-

acinよ り劣 る も の のNorfloxacin,Clavulanic acid-

Amoxigillinと ほぼ同等の成 績であった。

これ らのこ とより軽症か ら中等症のカチーテル非留置

例 の慢性複雑性尿路感染症 に対 して も効果が期待 できる

薬剤 である うと考え られ た。

また,急 性単純 性腎孟 腎炎,非 淋菌 性尿道炎では症例

数 は少 ないもののいずれ も著効 または有効 でその効果が

十分期侍 できる。

一方副作用 においては全対象35例 中,本 剤 と多分関

係あ り,ま たは関係があ るか も しれない と考えられた も

のは自他覚的 において食 欲不振 の1例 と,臨 床検査値 に

おいては軽度WBC低 下1例,S-GOT,S-GPTの 上昇

を認め た1例,BUNの 軽度上昇 した1例 の計3例 であ

った。

いずれ にお いて も軽微 であ り,本 剤は高い安全性 を有

した薬剤 であ ると考え る。
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CLINICAL STUDIES ON T-2588 IN URINARY TRACT INFECTION

SHOGO UEDA, HIROSHI KUNIMI, MASAMI MURAKAMI, TSUTOMU OKABE, 

TAKURO YAMASHITA, SHIGERU KONNO, SHINSHI NODA and KOSAKU ETO 

Department of Urology, Kurume University, School of Medicine

T-2588 was administered to 35 cases with urinary tract infection (14 cases of acute simple 
cystitis, one case of acute simple pyelonephritis, 2 cases of non gonococcal urethritis and 18 cases 
of chronic complicated urinary tract infection) and the following results were obtained. 

1) , Acute simple cystitis 
T-2588 was clinically evaluated to be excellent in 9 cases, moderate in 4 cases, and poor in one 

case, the efficacy rate being 92.9%. 
2) T-2588 was clinically evaluated to be excellent in one case of acute simple pyelonephritis. 
3) T-2588 was clinically evaluated to be good in 2 cases of non gonococcal urethritis. 
4) Chronic complicated urinary tract infection 
T-2588 was clinically evaluated to be excellent in 3 cases, moderate in 1 case, fair in 3 cases 

and poor in 11 cases, the efficacy rate being 22.2%. 
5) Side effect was observed in one case (appetite loss) and as for laboratory findings, slight 

leucopenia, temporal elevation of S-GOT and S-GPT, slight elevation of BUN were observed 
in 3 cases.


